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人とかかわる力を育てる教師の援助の工夫に関する研究 
― 遊びの場面における幼児の「よさ」の共化を通して ― 

 
 
 
 

広島市立船越幼稚園教諭  江 村 美 紀 子 
 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

 
『幼稚園教育要領』においては，人とのかかわり 

に関する領域「人間関係」のねらいが，次のように

示されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このように，幼稚園教育における人間関係に関す 
る目的は，一人一人の子どもが，確かな発達の道筋 
を踏み固めながら，人とのかかわりを豊かにしてい 
くことであるととらえることができる。 
さらに領域「人間関係」の内容の取扱い(2)では， 

「幼児の主体的な活動は，周りの幼児とのかかわり

の中で深まり，豊かになるものであり，幼児はその

中で互いに必要な存在であることを認識するように

なることを踏まえ，一人一人を生かした集団を形成

しながら人とかかわる力を育てていくようにするこ

と。」と示されている。 
 幼児期は，家庭という限られた世界から一歩踏み

出し，園生活を送る中で，いろいろな人の存在に気

付き，かかわりを求めるようになるというように，

人とかかわる力の基礎を培う重要な時期である。 
しかし，近年，家庭環境や社会環境などの大きな

変化から，人とかかわる力が育っていないというこ

とが指摘されている。 
園生活の中での幼児同士のかかわりの様子を見て

も，気の合う幼児と遊んでいるのに，「誰も遊んでく

れない。」といったつぶやきを耳にすることが多々あ

る。また，自分の思うことを，周りの幼児に素直に

表出できなかったり，思いを伝えきれないまま，あ

きらめてしまったりというようなつまずきも見られ

る。さらに，かかわりの中で，周りの幼児の思いに

気付いたり，受け入れたりすることができないとい

った姿も見られる。 
これらは，これまでの教師の援助が，個々の幼児

に対するものに重点化され過ぎており，幼児同士の

かかわりを深めていくようになるための援助が，十

分に機能していなかったためではないかと省察した。 
 そこで，本研究では，遊びの場面における幼児同

士のかかわりに視点を当て，人とかかわる力を育て

る教師の援助の工夫について，保育実践とその分析

を通して考えていきたい。 

 
Ⅱ 研究の方法 

 
園生活での協同的な遊びの場面において，幼児が 

かかわりの中で自分や周りの幼児の「よさ」を認識

できるようになるための教師の援助の工夫について

考え，実践し，幼児のかかわりの様相を分析する。 
 
Ⅲ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

(1) 人とかかわる力について         
人とかかわる力とは，人とつながり，協力し合っ 

て生きていくことができる人間に育っていくために

必要な力である。そのためには，幼児が身近に存在

する友達に対する気付きや関心をもつといった感受

〔他の人々と親しみ，支え合って生活するため

に，自立心を育て，人とかかわる力を養う。〕 
(1) 幼稚園生活を楽しみ，自分の力で行動するこ

との充実感を味わう。 
(2) 進んで身近な人とかかわり，愛情や信頼感を

もつ。 
(3) 社会生活における望ましい習慣や態度を身

に付ける。 
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性，友達と共に喜び合ったり気遣い合ったりするな

どの共感性，自らかかわっていこうとする積極性を

もつようになるということが必要になってくる。ま

た，先述したように『幼稚園教育要領解説』には，

「幼児の主体的な活動は，他の幼児とのかかわりの

中で深まり，豊かになるものであり，幼児はその中

で互いに必要な存在であることを認識するようにな

る。（以下省略）」とある。 

このことからも，幼児に，自分が相手にとって必

要な存在であることを認識させるためには，幼児自

身が自己肯定感をもつことができるようにしていく

ことが大切であると考える。  

(2) 自己肯定感をもつことができるようになるた

めの要件         
自己肯定感とは，自分を肯定的にみる見方であり， 

「ありのままの自分を肯定的に受け入れること」と

考える。自らを肯定的にとらえるためには，他者か

らの受容や肯定的な評価，共感的な理解を得ること

によって，自分が他者から認められているというこ

とに気付いていくことが必要である。 

 小田豊は，「認めるという行為は，友達がいるから

可能になる行為である。みんなから認められるとい

うことで，幼児は，自分はここのメンバーなんだと

いう確かな所属感を得るとともに，自分は意味があ

るのだという自己肯定感をもつ。」と述べている。 
幼稚園において，他者に認められるという場合の

他者とは，教師や，周りの幼児である。このことか

ら，自己肯定感をもつことができるようになるため

には，教師のみならず，周りの幼児からも受容され

たり，肯定的に受け止められたりしていることに幼

児自身が気付くことが大切な要件であると考える。 
 その際，『幼稚園教育要領解説』に，「幼児期は，

人とのかかわりの中で，様々な出来事を通して，う

れしい，悔しい，悲しい，楽しいなどの多様な感情

体験を味わうようになる時期である。」と示されてい

るように，幼児が，自分は教師や周りの幼児から十

分に認められているという思いを，いろいろな感情

体験を通して実感していくことが重要である。 
そして幼児は，自分を表現した姿の中から，教師

や，周りの幼児といった他者によって認められたり，

肯定的な評価を受けたりしたことを，その子なりの

「よさ」として認識するようになり，この「よさ」

の認識が自己肯定感をもつことにつながると考える。 

(3) 「よさ」の共化と教師の援助について  
これまでは，教師が中心となって，認めたり，肯 

定的に評価したりといった援助を行ってきたが，「よ

さ」を認識させるためには，教師だけでなく，周り

の幼児から認められたり，肯定的な評価を受けたり

することも重要な要件である。 
 今までの幼児同士のかかわりの中では，「よさ」を

認めることはできていても，受け入れ合うことが不

十分で，それが幼児同士のかかわりの問題点であっ

たのではないかと考えた。受け入れるとは，幼児そ

れぞれが表出した姿から，相手の思いを受け止め，

そこからどのように相手にかかわっていくかという

ことを幼児なりに考え，伝えたりしながら表現して

いくことであると考える。 
 そこで，本研究では，幼児同士がその「よさ」を

認め合い，そのうえで互いに受け入れ合っていると

いう思いをもてるようになることを「共化」として

とらえることとした。そして，幼児同士で認め合っ

たり，受け入れ合ったりすることができるようにな

るためには，幼児の行為や行動，思いを教師が見取

り，肯定的に受け止め，それを幼児本人や周りの幼

児に伝えることを通して，幼児同士の意識をつなげ

ていく援助が必要であると考え，それを「共化的援

助」と呼ぶこととした。（図１・２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１ 本研究における 

人とかかわる力の育成過程 

人とかかわる力 

共

化

的

援

助 幼児 
 本人 

周りの
幼児 

 自己肯定感 

「よさ」の認識 
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２ 実践保育の計画と実施 

(1) 実践保育の指導計画  

『幼児期から児童期への教育』に，幼児期の後半

は，「一緒に物事にかかわり活動する中で，幼児同士

の人間関係が深まり，互いに学び合い，大きな目標

に向かって，共に協力していくことが可能となる時

期である。」と示されている。そこで本研究では，こ

の時期の幼児の発達段階をふまえて，協同的な遊び

を活動として取りあげた。  
 協同的な遊びは，①幼児同士のかかわりを広げた

り深めたりすることができる，②目的をもって協力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

して取り組むことができる，③会話が増え，相手に

わかるように話したり，相手の思いを聞いたりする

ことができるなど，友達とのつながりが感じられる

活動であると考える。  
そして，広島市立Ａ幼稚園５歳児Ｂ組・Ｃ組（計

48 名）を対象に，協同的な活動「みんなのおみせ 
やさん」の指導計画を作成し，平成 18 年 10 月 12
日～10 月 30 日にかけて保育を行った。 
(2) 実践保育の活動内容 

 指導計画に基づき，表１に示すねらい及び活動内

容で実践保育を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 「よさ」の認識につながる共化的援助の過程 

見取る・肯定的に受け止める 
･･････共化につながる機会をとらえる

肯定的に受け止める 
伝える（幼児本人）

見取る 

共化的援助 

伝える（周りの幼児）

伝える･･････幼児の行動や気持ちを価値付けて伝える 
      幼児の言葉を反復して伝える 
      幼児の言葉を補いながら伝える 
      幼児にモデルを示しながら伝える 

意識付け 
自分や他者の 
「よさ」の 
認識・受け入れ 

  期 日        ね ら い 主 な 活 動 内 容 

10 月 12 日（木） ・ 自分の思いや考えを話したり，友達の考
えに関心をもちながら聞いたりする。 

・ 学年全体で「みんなのおみせやさん」に
ついて話し合い，グループ作りをする。 

10 月 13 日（金） ・ グループの中で自分の思いを伝えたり，
友達の考えを受け入れたりしながら，話し
合いをする。 

・ グループで遊びについての共通のイメー
ジをもつ。 

・ おみせやさんの内容についてグループご
とに話し合い，決める。 

・ 遊びに必要なものなどについて話し合い
決める。 

10 月 18 日（水） ・ 友達と一緒に考えを出し合いながら協力
して作る。 

・ いろいろな材料に触れる。 

・ グループの友達と一緒に話し合ったり遊
んだりしながら必要なものを作る。 

・ いろいろな材料や用具を使って作る。 
10 月 20 日（金） ・ 友達と一緒に考えを出し合いながら協力

して作る。 
・ いろいろな材料や用具に触れ，試したり
工夫したりしながら作る。 

・ グループの友達と一緒に話し合ったり遊
んだりしながら必要なものを作る。 

・ いろいろな材料を使って工夫しながら作
る。 

10 月 23 日（月） ・ 友達と一緒に考えを出し合いながら協力
して作る。 

・ 自分の思いを伝えたり，友達の考えを受
け入れたりしながら，遊びの進め方を考え
る。 

・ グループの友達と一緒に話し合ったり遊
んだりしながら必要なものを作る。 

・ おみせやさんの進め方，遊び方について
グループごとに話し合う。 

10 月 25 日（水） ・ 友達と一緒に目的に向かって協力する楽
しさや満足感を味わう。 

・ グループの友達と遊びの進め方を考えな
がら，おみせの形を整えていく。 

10 月 30 日（月） ・ ３，４歳児をリードしながら遊び，満足
感や充実感を味わう。 

・ ３，４歳児を招いて「みんなのおみせや
さん」で遊ぶ。 

表１ 実践保育の活動内容 
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(3) 分析について 
実践保育に先駆けて，事前に５歳児担任より聞き 

取りを行ったうえで，保育観察を行い，周りの幼児 

にその「よさ」を十分に認識されていない幼児(Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ児の実態と，Ａ児に対する周りの幼児の実態を

踏まえて，かかわりにおけるＡ児のめざす姿および 

かかわりにおける周りの幼児のめざす姿を表４に示 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

児)と，その周りの幼児の姿を分析の対象とした。 

 Ａ児の実態と，Ａ児に対する周りの幼児とのかか

わりの様相は表２・表３の通りである。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
した。 
（☆・◇・△・□・★・◆・▲・■の記号は，P66
からの事例分析における幼児の姿と対応する。） 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

表２ Ａ児の実態 

 教 師 の 見 取 り 

生
活
面 

・ 身の回りのことなど，自分の手でやり遂げようとすることができるが，マイペースで時間
がかかることも多い。 

・ なんでも素直に受け入れようとする純粋な気持ちをもっている。 
・ 教師に対しては感じたことや気付いたことを，自分なりの表現で伝えようとする。 

か
か
わ
り
の
面 

・ 入園前は，同年代の幼児とのかかわりがほとんどなかったため，園生活の中で，うまくか
かわることができなかった。 

・ 友達に対しての関心は強く，周りの友達の様子をよく見ている。 
・ 友達に対してかかわりたい気持ちは強いが，周りの幼児のペースについていけず，十分に
受け入れられていないところがある。 

・ 遊びの中で，自分の思いをつぶやくことはあるが，周りの幼児に伝わらないことが多い。 
 また，そのことに対して気付きにくく，伝わらないままで終わらせてしまっていることがほ 
とんどである。 

表４ かかわりにおけるめざす姿 

                   め ざ す 姿 
 
Ａ 
児 
 

○ 友達とかかわって遊ぶ楽しさを味わえるようになる。（☆） 
○ 友達に自ら，自分の思いが伝えられるようになる。（◇） 
○ 自分の思いが相手に伝わる喜びを感じられるようになる。（△） 
○ 進んで活動に参加しようとするようになる。（□） 

周
り
の
幼
児 

○ Ａ児の「よさ」を認め，Ａ児に対する存在意識をもつようになる。（★） 
○ Ａ児が思いを表出しようとしたり，伝えようとしたりしている様子に気付くようになる。（◆）
○ Ａ児の思いを受け入れたり，認めたりするようになる。（▲） 
○ Ａ児に対して仲間意識をもち，誘いかけたり，言葉をかけたりするようになる。（■） 

表３ Ａ児に対する周りの幼児のかかわりの様相 

                 教 師 の 見 取 り  

生
活
面 

・ 生活グループでの活動，当番活動，学級での活動の中などでは，Ａ児の存在も意識しなが
ら生活を進めていく姿が見られる。 

 
遊
び 
の
面 

・ Ａ児が自分たちにかかわろうとする姿には気付いているが，自分たちのペースで遊びを進
めていきたい気持ちが強いため，Ａ児の気持ちを受け入れることができないでいる幼児が多
い。 

・ 特にＡ児がかかわりたいという気持ちを強くもっているＢ児は，Ａ児がうまく自分の思い
を伝えられないことを知ったうえで，遊びの中でＡ児を後回しにしたり，Ａ児が思いを伝え
たときにも聞こえないふりをしたりしてしまう姿も見られる。 
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かかわりの様相を分析するために，かかわりの中

で周りからその「よさ」を認められたり，肯定的に

評価を受けたり，受け入れられたりすることによっ

て自信をもって自分を表現するようになったときの 
 

 
Ａ児の具体的な姿を表５に示した。また，周りの幼

児がＡ児の「よさ」を認識したときに表現すると思

われる具体的な姿を表６に示した。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 実践保育の結果の分析・考察 

(1) 実践保育の分析の方法 

 実践保育をビデオカメラで撮影するとともに，Ｉ

Ｃレコーダーで音声を記録し，教師の共化的援助に

対するＡ児と周りの幼児のかかわりの変容を見取り，

教師の援助についての分析・考察を行う。 
(2)  実践保育の結果の分析・考察 

 Ａ児と周りの幼児とのかかわりの変容について， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表７・表８に示すように分析・考察を行った。 
 
 
   ※ 援助の際の教師の思い・意図 
 
    
   ※ 表４におけるめざす姿 
Ⅳ 成果と課題 

表５ Ａ児のめざす姿に対応する具

             Ａ 児 の 具 体 的 な 姿 

 
 
言
葉 
 
 

・ 「これ，おもしろいね。たのしいね。」 
・ 「ぼくは，○○ちゃんといっしょにあそびたい。」 
・ 「○○ちゃん，てつだって。」 
・ 「ねぇねぇ，きいて。」 
・ 「ぼくは，こうしたほうがいいとおもうよ。」 
・ 「ぼくもやってみたいな。」 

表
情 

・ にっこり笑う。 
・ 笑顔が増える。 

 
行
動 
 

・ 自分から周りの友達に進んで声をかけたり，誘いかけたりする。 
・ 自分の思いや考えを，はっきりと相手に伝えようとする。 
・ 一つ一つの言葉を，大きな声ではっきりと話すようになる。 
・ 自分から進んで活動に取り組む。 

表６ 周りの幼児のめざす姿に対応する具体的な姿 

          周 り の 幼 児 の 具 体 的 な 姿 

 
 
 
言
葉 
 
 
 

・ 「Ａくん，いいことかんがえたねぇ。」 
・ 「Ａくんはどうおもう？」 
・ 「Ａくん，ありがとう。」 
・ 「Ａくん，てつだってあげようか。」 
・ 「ぼくもＡくんとおなじことをやってみたいな。」 
・ 「Ａくん，すごいねぇ。」 
・ 「Ａくん，がんばったね。」 
・ 「Ａくん，こっちにおいでよ。いっしょにやろうよ。」 

表
情 

・ Ａ児に笑顔を向ける。 
・ Ａ児に視線を向ける。 

 
 
行
動 
 
 

・ Ａ児の顔を見て，話を聞く。 
・ Ａ児の行動や行為に関心をもって，Ａ児の側に来る。 
・ Ａ児の手助けをする。 
・ Ａ児の思いを受け入れて，同じ行動をとる。 
・ 言葉に出して，Ａ児の行動や行為を認める。 
・ Ａ児に誘いかける。 

 

☆・◇・△・□・★・◆・▲・■



表７ 【事例１】 10 月 20 日（金） 

前日までのかかわりの様子から 
Ａ児の様子 周りの幼児の様子 
・ グループのおみせやさんの活動のために自分が家

から図鑑を持ってきた。その図鑑に周りの幼児が強
い興味を示してくれたことに満足感を得て，活動に
対する意欲が高まってきている。 

・ グループの友達にかかわりたい気持ちは強いが，
グループの中で自分の思いをまだはっきりと口に出
すことができず，側で友達の様子を見ていることが
多い。教師が励ましたり，援助したりしながら自分
の思いを伝えるといった様子である。 

・ Ａ児が図鑑を持ってきてくれたということより，
図鑑に対しての興味が強く，Ａ児の存在や行為を受
け入れている様子はあまり見られない。 

・ 活動の中で，Ａ児がやりたいという気持ちをもっ
ていることに気付くのではなく，自分が率先してや
りたいという気持ちの方が強い幼児が多い。 

Ａ児の様子    教師の援助   周りの幼児の様子 分析・考察   
 
 
自分も段ボールの型抜き
をしたいが，その思いを伝
えることができず，近くに
立ってその様子を見てい
る。 
 
 
小さく頷く。 
 
 
 
 
「ぼくにもやらせて。」と
小さい声で伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
②やっと参加で 
きたことが嬉しく， 
笑顔が見られる。 
つぶやきや会話はないが，
Ｆ児とＧ児のすることを
一生懸命手伝っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③にっこり笑う。 
（自分の「よさ」の認識） 

 
 
 
 
 
 
 
「Ａ君もやりたいの？」 
 
 
 
「自分でやってみたいん
だよね。誰かに言ってみよ
うか。」 
 
 
 
「みんなも自分でやりた
いんだよね。でも，他のお
友達がどんなふうに思っ
ているのかも，考えてみて
ね。」 
 
 
 
 
 

見取る・ 
肯定的に受け止める 

 
 
「すごい，Ａ君がちゃんと
ここを押さえていてくれ
てるから，Ｆ君も，Ｇ君も
しっかり丸が描けるね。」

伝える 
 
 

見取る・ 
肯定的に受け止める 
 
 

「Ａ君，Ｂ君のパワーで 
大助かりだね。」 

伝える 
 

①Ｃ児，Ｄ児，Ｅ児，Ｆ
児，Ｇ児：大きな段ボー
ルに丸い型をとって切り
抜き，もぐらたたきゲー
ムで使う土台作りをして
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｆ児，Ｇ児：「いいよ。や
って。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④Ｂ児：近付いてきて，
Ａ児と一緒にＦ児，Ｇ児
を手伝う。（★） 
（Ｂ児のＡ児に対する
「よさ」の認識） 
 

 
① 
自分たちがやりたい気持
ちの方が先行しており，Ａ
児の気持ちや様子に気付
いてやる様子は見られな
い。 
 
② 
Ａ児は，やっと活動に参加
できたことへの喜びを表
出していた。まだ，自分か
ら進んで思いを伝えるこ
とが苦手な面があるが，受
け入れてくれたＦ児，Ｇ児
を手伝う姿から，意欲的に
活動に参加しようとする
気持ちをもっている様子
が伺える。 
 
 
 
 
③ 
Ａ児は，肯定的な評価を受
けたことにより，嬉しさか
ら満面の笑顔を見せた。教
師からの肯定的な評価に
よって自分の「よさ」を自
分自身で認識したことで，
この表情が生まれたと考
える。 
 
 
④ 
教師が肯定的に認めた言
葉を聞いて，Ｂ児は，Ａ児
と同じように周りの幼児
を手伝う姿を見せた。教師
が，Ａ児が頑張っている様
子を意識付けていくよう
にしたことが，Ｂ児がＡ児
の行為を「よさ」として認
め，受け止め，Ａ児を手伝
う姿につながったのでは
ないかと考える。 

 

・活動に入れてもらって
嬉しいという気持ちで，
張り切っている様子を見
取り，受け止める。 

・Ａ児の行為を肯定的
に評価し，Ａ児自身に，
友達の助けになってい
るという気持ちを意識
付ける。 

・Ｂ児が，Ａ児の頑
張っている様子を認
め，肯定的に受け止
めた思いを見取る。 

・Ｂ児がＡ児の行為
を認め，受け入れて
くれているというこ
とを，Ａ児に意識付
ける。 

・Ｂ児自身に，Ｂ児の肯
定的な受け止めを嬉し
いと感じているＡ児の
思いを意識付ける。 

・Ａ児が一生懸命活
動に参加している様
子を周りの幼児に意
識付ける。 
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⑤Ｂ児に顔を向けて，にっ
こり笑う。（△） 
（Ａ児のＢ児に対する「よ
さ」の認識） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥Ｂ児に向かって，大きな
声で「Ｂくんもてつだっ
て。」と伝える。（◇） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨「ぼくもいく！」と大き
な声で言い，周りの幼児と
一緒に材料を走って取り
にいく。（◇・□） 

「Ｂ君すごいね，一人でＡ
君が困っているかもしれ
ないって，ちゃんと気が付
いてくれたんだね。」 
 伝える 
 
 
 
 
 
「Ａ君，嬉しいね。先生 
も嬉しいな。」 
 伝える 
 
 
「みんなで力を合わせた
ら，あっという間にできる
じゃない。」 
 伝える 
 
 
 

見取る・ 
 肯定的に受け止める 
 
 
 
 
「すごい，Ａ君，自分で困
っていることをちゃんと
友達に言えたね。」 
 伝える 
 
 
  
 
「みんな自分だけじゃな
くて，友達が頑張っている
ところをちゃんと見つけ
てあげられるんだね。」 
 伝える 
 
 
 
「すごい，力を 
合わせてここま 
でできたね。」 
 伝える 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦Ｂ児：Ａ児の大きな声
に一瞬驚いた表情を見せ
る。返事はしないが，無
言のままＡ児の手伝いを
する。（▲） 
 
 
 
 
 
 
⑧Ｂ児：再びＡ児に手を
貸す。（▲） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩Ｂ児：「まだ（材料が）
たりないから，とってこ
ようや。」（■） 
 
⑪Ｂ児：（高いところにあ
るためにＡ児や周りの幼
児がとれない材料に手を
伸ばしながら） 
「それはおれがとってや
るよ。」（◆・■） 
 

⑤ 
Ａ児は，自分のためにＢ児
が手伝う様子を見せてく
れたことに嬉しさを感じ
て，笑顔を見せた。教師が
Ｂ児のＡ児に対する受け
入れを意識付けていった
ことで，Ｂ児から肯定的に
受け止められていること
を実感し，Ｂ児の「よさ」
を認識することができた
のではないかと考える。 
⑥ 
Ａ児は，いつもはなかなか
思いを伝えられないでい
るＢ児に対して，自信をも
って大きな声で伝えるこ
とができた。教師が繰り返
しＢ児の受け入れを意識
付けていったことが，Ａ児
の思いを強めていくこと
につながったのではない
かと考える。 
⑦・⑧ 
Ｂ児は，今までにない強い
気持ちで思いを伝えてき
たＡ児の姿に戸惑ってい
たが，その思いを受けと
め，自らＡ児の手助けをし
ていた。教師が，Ｂ児の手
助けする行為を肯定的に
受け止めたことと，Ａ児の
姿を繰り返し周りに意識
付けてきたことが，Ｂ児が
Ａ児を受け入れる姿につ
ながったのではないかと
考える。 
 
⑨ 
Ａ児は，はっきりと自分の
意志を周りの幼児に伝え
ることができた。これまで
のかかわりの中で，自分の
「よさ」を認識できたこと
と，自分を受け止めてもら
っているという思いを実
感することができたこと
が，この姿に表れたのでは
ないかと考える。 
⑩・⑪ 
Ｂ児は，自分から周りの幼
児やＡ児に声をかけ，手助
けしてやる姿が見られた。
教師の意識付けで仲間と
して受け入れる気持ちが
もてるようになってきた
のではないかと考える。ま
た，自分自身の「よさ」を
認識し，Ａ児と共有化でき
たこともこの姿につなが
ったのではないかと考え
る。 
 

 

・Ｂ児自身に，Ａ児を
肯定的に受け止めて
いるという，自分の思
いに気付けるよう意
識付ける。 

・Ａ児の嬉しい思い
に共感しながら，Ｂ
児の思いを意識付け
る。 

・自分の思いが出せ
たことを肯定的に受
け止め，自信をもた
せる。 

・Ｂ児が自分を受け止
めてくれたという思い
がもてるよう，Ａ児に
意識付ける。 

・周りの幼児やＢ児
に対して，Ａ児の嬉
しい思いに気付き，
共感できるよう意識
付ける。 

・グループの友達一人
一人が必要な存在で
あるという思いがも
てるよう，意識付け
る。 

・Ａ児が自信をもっ
て思いが伝えられた
様子を意識付ける。 

・自分もグループにと
って大切な一人であ
るという思いをもた
せる。 

・Ｂ児のＡ児に対す
る受け止めを，グル
ープの周りの幼児に
意識付ける。 

・一人一人の幼児が力を出し
て頑張ったということをそ
れぞれに意識付ける。 

・Ｂ児と互いに受け止

め合っていると実感し

たことで自信をもてた

様子を見取る。 



表８ 【事例２】 10 月 25 日（水） 

前日までのかかわりの様子から 
Ａ児の様子 周りの幼児の様子 
・ グループの活動に積極的に参加しようとする気持

ちを見せており，自分の思いを口に出しながら友達
にかかわっていこうとしているが，まだきちんと相
手に伝わらないことが多い。しかし，グループの中
で，自分の存在を受け入れてくれる友達の存在を感
じ始め，活動の中での動きが少しずつ活発になり，
なんとか自分の思いを伝えようとする姿も見られる
ようになってきている。 

・ 特にＢ児に対してかかわりたい気持ちを強くもっ
ているが，自分の思いをきちんと伝えきれず，あき
らめてしまっていることが多い。 

・ 少しずつＡ児の存在を意識し始めており，グルー
プの話し合いの場面では，Ｈ児がＡ児に向かって「い
っしょにすわろうよ。」と声をかけたり，肩を組んだ
りして，仲間意識をもって接する姿も見られる。 

・ Ｂ児は，Ａ児の存在を意識しながらも，自分のペ
ースで活動を進めていきたいため，Ａ児の思いを受
け入れ，Ａ児に対して積極的にかかわろうとする気
持ちは薄い。 

Ａ児の様子    教師の援助   周りの幼児の様子 分析・考察   
 
 
 
 
 
①「こわれたゲームをなお
したりする！」（◇） 
 
 
 
 
③「ぼくは，Ｂくんとやり
たい。」（◇） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤笑顔を見せる。（△） 
 
 
 
 
 
 

「みんなで力を合わせて
頑張ったから，だいぶゲー
ムができたね。後はどうす
ればいいのかな？」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 見取る・ 
 肯定的に受け止める 
 
 
 
 
 
「そうなんだね。Ｂ君とや
りたいんだね。」 
 伝える 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 見取る・ 
 肯定的に受け止める 

 
 
 
 
 
 
 
②Ｂ児：「ゲームにえがか
きたい。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④Ｂ児：恥ずかしそうに
下を向く。（▲） 
（Ｂ児自身の「よさ」の
認識） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥Ｂ児：Ａ児に向かって
言葉をかけ，たくさんの
ペンを取ってきて，教師
とＡ児の近くに来る。
（▲） 

① 
Ａ児は，自分の思いをはっ
きりと出すことができた。
Ｂ児や周りの幼児からの
受け止めを感じ始めるこ
とで，今日の活動へのめあ
てや意欲をもてるように
なってきたためではない
かと思われる。教師がグル
ープの仲間一人一人が力
を出して，協力し合いなが
ら活動が進んでいる様子
を意識付けるように働き
かけたことが，この姿につ
ながったのではないかと
考える。 
② 
Ｂ児はここでは自分のし
たいことを主張していた。
Ａ児の「みんなと一緒にや
りたい。」と思っている気
持ちには気付いていない
と考える。 
③ 
Ａ児は，今までの活動の中
で，Ｂ児からの受け入れを
感じ，Ｂ児に対して積極的
に思いを伝えられるよう
になってきているのでは
ないかと考える。 
④ 
Ｂ児は，Ａ児に「一緒にや
りたい。」と言われ，自分
に対する「よさ」を感じた
と思われる。Ｂ児特有の表
情にその思いが表出され
ていた。 
⑤ 
Ａ児の笑顔から，自分の思
いを表出し，それが相手に
受け止められ，伝わること
に喜びを感じている様子
が伺える。 

・これまでの活動の中
でのＡ児の様子とこの
言葉から，周りの幼児
に受け入れてもらって
いるという自信をもち
始めている様子を見取
る。また，きちんと自
分の思いを出せたＡ児
の思いを肯定的に受け
止める。 

・Ｂ児に，Ａ児の思いを
意識付けていくために，
Ｂ児に向けて言葉をか
けていく。 

・自分の思いがきちんと伝
えられた姿を認めて，自信
をもたせる。 

・必要以上にたくさんの
ペンを取ってきたＢ児
の姿に，Ａ児の思いに対
するＢ児の嬉しい気持
ちを見取り，肯定的に受
け止める。 

・かかわりの中で，
自分の思いが伝わる
喜びを感じ始めてい
る思いを見取る。 
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⑦嬉しそうに笑って，自分
で切ろうとしていたが，な
かなか切れない布テープ
を，自分からＢ児に渡す。 
（Ａ児の自分自身に対す
る「よさ」とＢ児に対する
「よさ」の認識） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新たに布テープを切ろう
とするが，またうまく切れ
ない。 
 
⑩「Ｂくん，テープきっ
て。」と，いつもより力強
い口調で自分から声をか
ける。（◇・△） 

 
 
「ひょっとして，Ａ君の分
のペンも取ってきてく 
れたの？」 
 伝える 
 
 
 
 
 
 
「Ｂ君が，Ａ君の分のペン
もとってきてくれたんだ
って。」 
 伝える 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「嬉しいね。」 
「よかったね。」 
 伝える 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑥Ｂ児：教師の問いかけ
に黙って頷く。 
（Ｂ児自身の「よさ」の
認識） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧Ｂ児：黙ってテープを
受け取り，Ａ児のために
切ってやる。（▲） 
 
 
⑨Ｂ児：「Ａくんがはって
るあいだに，ぼくは，え
をかくけぇ。」と，Ａ児に
声をかける。（■） 
 
 
 
 
 
 
⑪Ｂ児：Ａ児の方に顔を
向けて話を聞いた後，テ
ープを切ってやり，自分
が欲しい材料を取りに行
く。（▲・■） 
 

⑤・⑥ 
Ｂ児はＡ児に向かって言葉を
かける様子はなかったが，た
くさんのペンをもってきた。
その思いを確認すると，Ａ児
のためにという思いを認め
た。教師が，目に見えない思
いをＢ児の様子から見取り，
肯定的に受け止め，Ａ児とＢ
児に意識付けていったこと
が，Ｂ児自身の「よさ」の認
識につながったのではないか
と考える。 
 
⑦ 
Ａ児が自信をもった様子が表
情や行動から見取ることがで
きた。Ｂ児からの受け入れを
実感し，自分自身とＢ児の「よ
さ」を認識したことがこの様
子に表れたのではないかと考
える。 
 
⑧・⑨ 
Ｂ児は，Ａ児を手助けする様
子を見せた。また，活動の始
めには，自分がやりたいこと
だけを主張していたが，Ａ児
の思いも受け止めたうえで活
動を進めていこうとする様子
を見せた。教師がＢ児の思い
の中にあるＡ児への受け入れ
をＢ児に感じ取らせ，また，
Ａ児とＢ児の間でその思いを
共有化することができたこと
が，この姿につながったので
はないかと考える。 
⑩ 
Ａ児は，自信をもって自分の
思いをＢ児に伝えることがで
きた。自分が一番かかわりた
いと思っているＢ児からの受
け入れを実感していることが
この姿につながったと考え
る。 
⑪ 
Ｂ児はＡ児に顔を向けて話を
聞いたり，自分から手助けし
たりする姿が見られた。仲間
としてＡ児を受け入れている
様子が伺える。 

【事例１・２からの考察】 
 二つの事例を分析していく中で，共化の場面が多

く見られた。このことから「よさ」を意識付けてい

くという教師の共化的援助が，Ａ児と周りの幼児の

間に認め合ったり，受け入れ合ったりすることに有

効に機能したということが言える。今回の保育実践

で，共化的援助が有効に働いたのは少人数の集団の

中であった。幼児期の発達段階を考えると，友達へ

の感受性，共感性は，大きな集団の中で育つよりも，

まず，少人数の集団の中，それも幼児が特に，自分

がかかわりたいと思っている他者との間で十分に共

化できるようになることが重要であると考える。そ

れを周りの幼児の中で徐々に広げていくことが，幼

児期の人とかかわる力を育てていくうえで大切なの

ではないかと考える。 

・Ｂ児が受け入れてく
れているという思い
を，Ａ児に意識付け
る。 

・Ａ児の嬉しい気持ち
を受け止め，共感しな
がら，Ｂ児と互いに受
け入れ合っていると
いう思いを意識付け
る。 

・繰り返しＡ児に伝え
ていくことで，Ａ児へ
の意識付けを強めてい
く。 

・Ａ児を受け入れてい
るという自分自身の
思いに気付かせるた
めに，Ｂ児の行動を肯
定的に受け止め，意識
付ける。 

・Ａ児の嬉しさをＢ
児に意識付ける。 

・Ａ児の気持ちをＢ
児に伝えていくこと
で，互いに受け入れ
合っている思いを意
識付ける。 
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幼児の「よさ」の認識につながる教師の援助を， 

周りの幼児とのかかわりの場面を通して分析・考察

し，次のような成果と課題を得た。 

１ 成果 

○ 共化的援助の見取り，肯定的な受け止めについ

て，これまでの実践から，教師の援助の意図をも

とに再考してみた。その結果，図３に示すように

教師の援助の意図を分類・整理することができた。 

○ 教師の援助の意図を分類・整理し，それに応じ

て行った共化的援助が，幼児一人一人に応じた見

取りや，受け止め，意識付けにつながり，幼児同

士の「よさ」の認識に有効であるということがわ

かった。 

○ 共化的援助を実践することで，幼児の行為にお

ける内面についての多面的な見取りができ，幼児

一人一人のその子らしさ（個々の幼児の言動，考

え方，感じ方など）を，より深く理解することに 

つながった。 

○  幼児の人とのかかわりの様相を，幼児のつぶや 

きや表情，行動，表現などの面から具体化した。

その結果，それぞれの幼児の実態及び到達度を把

握することができ，次につなげる教師の援助の意

図を明確にしていくことができた。 

２ 課題 

○ 幼児が自己肯定感をもつことができるようにな 

 

 

 

るための要件として，幼稚園だけでなく，それぞ 

れの家庭において保護者から受容的な受け止めや

肯定的な評価を受けることも，必要であると考え

る。そこで幼稚園と保護者が連携し，同じ意識を

もって取り組んでいけるような方法や体制づくり

について考えていきたい。 

○ 幼児の人とかかわる力を育てていくためには，

共化的援助がより有効に働くような活動の場の設

定，活動内容の工夫も大切であると考える。この

ような援助についても整理していきたい。 
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